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卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
桐生特別支援学校での生活はいかがでしたか。校長先生の心には、皆さんの輝く姿がたくさん浮かんでいま
す。
毎朝、元気に「おはようございます！」と挨拶を交わした姿。朝の体育では校庭を力一杯走り、教室ではそれぞ
れの目標に向かって、国語や算数、自立活動に一生懸命取り組んでいた姿。作業学習で黙々と製品作りに励
んでいた姿。
宿泊学習や修学旅行では、友達と助け合い、お互いを思いやる優しさを見せてくれました。運動会の最後に、
お家の人や地域の方々と一緒に輪になって踊った八木節、みんなで作り上げた学習発表会。
私が今日まで見てきた皆さんの姿は、まさに、一人ひとりが持つ力を精一杯出し切って生きる、力強い姿その
ものでした。
誰かと比べるのではなく、「自分なりの方法」で、精一杯の力を尽くす。そうした皆さんの姿を、先生方はいつ
も優しく見守ってきました。
先生から「頑張ったね」と褒められたときの、満足感と達成感にあふれた嬉しそうな笑顔と少し照れたような
表情を、私は忘れることができません。
校長先生から皆さんへお願いがあります。 先生や周りの人から「頑張ったね」と褒められて「嬉しかった」とい
う気持ちを忘れないで、これからも、いろいろなことに挑戦していきましょう。 挑戦をして、できることが増えると、
毎日の中に「好きなこと」や「楽しいこと」がたくさん見つかります。それは、皆さんの人生をとても豊かにしてく
れます。 そして、皆さんが何かに挑戦しようとしたときには、必ず誰かが手を差し伸べ、応援してくれます。そうし
た周りの人たちとのかかわりも、楽しみましょう。
皆さんの中には、自分でもまだ気づいていない「未知なる力」が、たくさん秘められています。これからも、先生
やご家族、そして新しい仲間と一緒に、自分の持っている力を精一杯発揮し、新しいことへとチャレンジし続け、
心豊かな人へと成長していくことを、心から願っています。

校長 齋藤 由香

全校集会（卒業生を送る会）

３月３日、全校集会（卒業生を送る会）を行いました。在校児童生徒は卒
業生に贈る言葉を発表し、卒業生は一人一言あいさつをしました。「WA
になっておどろう」や「グッデイグッバイ」などをみんなで歌ったり踊ったり
し、温かな雰囲気の中で卒業生との心に残る交流の時間を過ごしました。

３月６日、ＰＴＡ年度末総会及び授業参観を実施いたしました。ご多用の中、ご参
加・ご協力をいただきました保護者の皆様に、心より感謝申し上げます。
PTA年度末総会では、会員の３分の２以上の賛成をもって、第１号議案「ＰＴＡ会
則の改正について」ならびに第２号議案「令和８年度ＰＴＡ本部役員案について」
が承認されました。今回の会則改正により、令和８年度よりＰＴＡ総会は４月のみ
の実施となり、PTA会費は現在の月額６５０円から５００円に減額となります。
また、今年度より離退任教職員への餞別は行わないこととなりました。
その他の議案として、令和８年度が本校県立移管１０周年となることから、PTA主催記念事業として、まつり
芸能集団「田楽座」による公演を行うことをご承認いただきました。
今後も工夫を重ねながら、PTA会員の皆様の意見を大切にし、よりよいＰＴＡ運営を目指してまいります。引
き続き、本校の教育活動並びにＰＴＡ活動へのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

令和７年度PTA年度末総会を実施しました

３学期の校外学習の様子（抜粋）をご紹介します
【小学部１～３学年】
～ｷｯｽﾞﾋﾟｱあしかが～

【中学部】
～電車でラウンドワン前橋へ～

【小学部４～６学年】
～桐生ｽﾀｰﾚｰﾝ～


